
「市立伊丹病院と近畿中央病院の統廃合を考えるシンポジウム」よびかけ文 
 
 伊丹市長が設置した「市立伊丹病院のあり方検討委員会」(「あり方検討委員会」)が、伊
丹市民にとってかけがえのない二つの公的・公立病院の統合再編の方向を、報告書として提
出しました。 
 これに対して、住民から「身近な総合病院が必要」「南部から総合病院がなくなると気軽
に病院に行けない」となど切実な声がだされています。 
 一方、「あり方検討委員会」の議論がされる中で「市立伊丹病院と近畿中央病院の存続と
充実を求める会」（「病院の存続と充実を求める会」）が結成され、住民アンケートの取り組
みが進められており、今後署名の取り組みも行っていく予定です。 
 二つの病院が統廃合されて一つになり、ベッドが大幅に削減されると、身近で市民の命を
守っている総合病院に気軽にかかることができなくなります。 
 こうした公立病院の統廃合は兵庫県下全域で行われていますが、進めているのは安倍自
公政権と兵庫県政です。 
 今日皆さんからいただいたご意見をしっかり当局に届け、病院の統合再編を許さず、市民
のいのちと二つの総合病院をまもるために、日本共産党は全力をあげます。 
 今年は統一地方選挙、参議院選挙が連続して行われますが、市民のいのちをまもって奮闘
している日本共産が勝利することが二つの病院をまもることにつながると確信しています。 
 「病院の存続と充実を求める会」が取り組んでいるアンケートと今後予定される署名とと
もに、二つの選挙での皆様のご協力をこころからよびかけます。 
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